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原始 ・部 派仏教の食物観

―食厭想について―

竹 内 良 英

1原 始 仏 教聖 典 に見 られ る食 厭想

原始仏教聖、典において,食 物今の執着は修行生活の大きな妨げ とされ,食 事に

おいて適量を知るとい うことが感官の抑制等 と共に,清 浄な梵行を継続 し禅定修

行を完遂するのに不可欠であると説かれていた1)。

食物を節 して摂 ることより更に進んで,食 物は厭 うべきものであるとする食厭

想の修習を勧める記述を我々は しばしば見出す。食厭想(ジ キェンソゥ,ジ キォン

ソゥ)の 原語は 乞h5repatik(k)Olasai魚(巴)で あ り,漢 訳語 としては,食 厭想

の他に,食 不浄想 ・観食想 ・観食不浄 ・飲食不貧想 ・稼食想念 ・厭悪食想 ・稼食

思想 ・貧:食想 ・厭離食想 ・食不耐想 ・厭逆食想等がある。

食厭想は,一 般に,不 浄想 ・死想等と並置され,一 連の想念系列中の一項 目と

して叙述され る。Pali聖 典で は,増 支部経典中に,食 厭想を含む想念系列に関

する言及が頻繁に行われてお り,相 応部 ・長部にも数例見 うけられる。それらの
パターン

想 念 系 列 に は 幾 つ か の 型 が あ り,ま ず,五 想(paficasafifia)ま た は 五 法(pafica

dhamma)と 呼 ば れ る も の が あ る 。 そ れ に は 三 種 類 あ り,① 不 浄 想(asubhasafifia)

・死 想(marapa-s .)・ 過 患 想(adinava-s.)・ 食 厭 想(aharepatikkala-s.)・ 一一切 世 間

不 可 楽 想(sabbalokeanabhirata-s.)2)② 無 常 想(aniccasafifia)・ 無 我 想(anatta-s.)

・死 想 ・食 厭 想 ・一 切 世 間 不 可 楽 想3)③ 不 浄 想 ・食 厭 想 ・一 切 世 間 不 可 楽 想 ・無

常 想 ・死 想4)と い う も の で あ る。 こ れ ら の う ち ③ に 相 当 す る も の は 五 趣 解 脱(身

不 浄 想 ・食 不 浄 想 ・一 切 行 無 常 想 ・一 切 世 間 不 可 楽 想 ・死 想)と し て 漢 訳 阿 含 に も 見 ら

れ る5)。 ③ の 五 想 に 無 常 苦 想(aniccedukkhasafifia)・ 苦 無 我 想(dukkheanatta-s.)

を 加 え た も の が 七 想(sattasafifia)ま た は 七 法(sattadhamma)で あ り6),更 に 断

想(pahanasafifia)・ 離i貧 想(viraga・s.)を 附 加 し た 九 想(navasafifia)ま た は 九 法

(navadhamma)7),そ し て 滅 尽 想(nirodhasafifia)を 加 え た 十 想8)と い う も の が あ

る 。 こ れ ら 七 乃 至 十 想 に 相 当 す る も の が,漢 訳 阿 含 で は,七 生 法(七 想 。 不 浄 想 ・
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食不 浄想 ・一切世間不可楽想 ・死想 ・無 常 想 ・無 常 苦 想 ・苦無我 想)9)・ 七 法(観 身不浄

・観 食不 浄 ・不 楽世間 ・常念死想 ・起無常想 ・無常苦想 ・苦 無 我 想)10)・ 七 想(不 浄想 ・

食不浄想 ・一切世間不可楽想 ・無 想 ・無 常想 ・無常苦想 ・苦無我想)11)・ 七 解 脱 行 想(不

浄想 ・死想 ・飲食不貧想 ・一切世 間不可楽想 ・無常想 ・無常 苦 想 ・苦無辺想)12)・ 九生 法

(九想。不 浄想 ・観食想 ・一切世間不可楽想 ・死想 ・無常想 ・無常苦想 ・苦無我 想 ・尽想 ・

無欲想)13)・ 十 種 相 応 法 修 行(不 浄想 ・無常想 ・於無常観 苦想 ・於苦法 中 観 無 我 想 ・厭

悪食想 ・於一切世間無安楽想 ・生光 明想 ・観離 欲想 ・観滅離想 ・観死想)14)・ 十 思 想(念

不 浄思 想 ・非常思 想 ・以非常為苦思想 ・以苦為非身思想 ・稼食思想 ・一切天下不欲 楽 思 想

・念死思 想 ・不 明思想 ・却意思想 ・滅思想)15)と して 出 て い る。Pali聖 典 中 に は
,先

に 見 た の とは 異 な る十 想 の類 型 もあ り,そ れ は所 謂 十 不 浄(dasaasubha)の 構 成

要 素 で あ る 骸 骨 想(atthikasanna)・ 虫聚 想(pulavaka-s.)・ 青 痕 想(vinilaka・s.)・

断 壊 想(vicchiddaka-s.)・ 膨 脹 想(uddhumataka-s.)・ 膿 欄 想(vipubbaka-s.)と い

った 想 念 を 含 む も ので あ り16),漢 訳 阿 含 中 に も,食 不 消想 ・血 想 ・轍 想 とい う項

目を 含 む 十 想 の例 が 見 ら れ る17)。漢 訳 阿含 に は,六 明 分想(一 切行無常想 ・無常苦

想 ・苦無我想 ・観食想 ・一切世間不可楽 想 ・死 想)と い った 類 型 も見 受 け られ る18)。

食 厭 想 を 含 む 上 述 の よ う な 諸 想 念 を 修 習 す れ ば,大 果(mahapphala)・ 大 功 徳

(mahanisamsa)・ 甘 露 へ の沈 潜(amatogadha)・ 甘 露 の完 成(amatapariyosana)が 得

ら れ る19)と か,一 向厭 離(ekantanibbida)・ 離 貧(viraga)・ 滅 尽(nirodha)・ 寂 止

(upasama)・ 証 智(abhinna)・ 正 覚(sambodha)・ 浬 盤(nibbana)に 導 く20)と か,

煩 悩 の滅 尽(asavanamkhaya)に 導 く21)とされ て お り,こ れ ら想 念 の修 習 は,解

脱 ・浬 繋 へ と直 結 す る重 要 な行 法 で あ った こ と が わ か る。 漢 訳 阿含 の 方 に は,

「法 を 増 長 せ しめ 損 耗 有 る こ と無 か ら しむ 。」22)とか,「 愛 を 断 じ欲 を 棄 て正 し く慧

に 入 り苦 際 を 得。」23)とか,「 以 て諄 訟 を防 ぎ梵 行 を久 立 せ しむ 。」24)とか,「 有 漏 を

尽 く し通 を獲 し証 を 作 し漸 く浬 盤 に 至 る。」25)とい った 功 徳 が 説 か れ てい る。 食 厭

想 を含 む諸 想 念 の 修 習 は 貧 の 理 解 の た め(ragassaabhinnaya;)に 行 わ れ る とい う

こ とが し ば し ば 説 か れ て い る26)が,食 厭 想 の み を 単 独 で修 習 し て も,味 渇 愛

(rasatanha)に お い て 心 が退 転 し無 関 心 や厭 悪 が 確 立 す る27)と か,「 能 く貧 味 を滅

す 。」28)とか,「 愛 所 を 断ず 。」29)と言 わ れ て い る。

以 上 の よ うに,食 厭 想 は 他 の幾 つ か の想 念 と相 侯 っ て系 列 を成 し,そ れ らを修

習 す る こ とは 原 始 仏 教 の修 行 体 系 の 中 で可 成 り重 要 な位 置 付 け を与 え られ て い た

とい.うこ とが 窺 い知 られ るが,実 際 に食 厭 想 が どの よ うに修 習 され た の か とい う

具 体 的 な説 明は 見受 け られ な か っ た。 原 始 仏 教 聖 典 か ら食 厭 想 の詳 細 を 明 らか に
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することは甚だ困難であ る ので,少 し時代を経た部派仏教の文献を検討してみ

た。

皿 諸論 書 に見 られ る食 厭 想 の解説

部派の諸論書中には,食 厭想についてある程度纒まった解説を施 しているもの

が幾つか見出された。以下,順 次,呈 示 し,簡 単にコメン トを加えたい。

まず,南 方上座部 ・無畏山寺派に属 し,の ち大寺派の教理綱要書Visuddhim-

agga成 立の源泉資料 となった 『解脱道論』を見ると,巻 第三 「分別行処品第七」

に,三 十八行 処(十 一切入 ・十不浄想・十念 ・四無量心 ・観四大 ・食不浄想 ・無所有処

・非非想処)と いう禅定修行におけ る心統一の対象 とな る諸項が説かれ,修 行者

の性格に応 じて修習すべき対象が定め られ,意 行人は観四大 ・念死 ・念寂寂 と共

に食不浄想を修すべきであるとされ る30)。巻第八 「行門品之五」に は,「畷嘗飲

食する所を以て彼れ作意 して悉 く不耐な りとし,彼 の想を知 り正知す。此れを不

耐食想 と謂ふ。」 と定義され,「端食の想を知 り,五 欲の具足 を知 り,色 陰を知

り,不 浄想を知 り,在 身の念満を修するを成'じ,気 味の愛 より彼 の心を縮離 し,

善趣に向ひ,醍 醐に向ふ。」とい う八功徳が期待され てい る。どのように修習が

行われるかとい うと,「飲食身に入 り,変 じて不浄を成 じ,不 耐を成じ腐臭を成

じ,憎 悪すべきを成ず」る様を省察するのであ り,具 体的に は,「五行を以て不

耐食想を修行」するのであると説かれる。修行者は,衆 生が飲食のために困苦 し

殺害 ・楡盗 ・欺証等の悪業を行 うのを見,ま た,険 難所や不浄所を経て乞食によ

って食を得なければ ならず(経 営),次 に,得 られ た食物が 口中に入 って噛み砕

かれ挺唾 と和合し犬の嘔吐の よ うな厭悪す べ き状態とな り(散 用),腹 中に呑み

込 まれて不浄 と和合 して熟蔵に入 り煮え欄れ,人 が嘔吐し不浄な器に置いたよう

な状態 とな り(処),更 に新古の不浄 と和合 して身体 の全組織中に流れ入って充

満し(流),身 ・髪 ・毛 ・爪等を形成 した り,病 を発生させ た りす る(聚)と い

う,食 を得る困苦 と,食 が得 られて摂取され身体に入って変容 し不浄 とな り厭悪

すべきものとなって行 く様を五つの段階を追 って認識す るものである。 この五行

を認識することによ って,「彼の坐禅人…不耐食想を修行 し,厭 食に住す るを成

ず」るのである。そ して,「厭を以て自在に して心不乱を成ず。若 し心乱れずん

ば諸蓋は滅 し,禅 分起 り,外 行禅は住を成ず。」 となるに至る31)Q

次に,Visuddhimaggaを 見てみる と,Kammatthanagahananiddesaに 四十

業処(CattalisaKammatthanani.十 遍 ・十不浄・十随念 ・四梵住 ・四無色 ・一想 ・一差
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別)が 挙げられている32)が,こ の業処中のJ想(ekarr-sanna)が 食厭想である。食

厭想については,Samadhiniddesaに おいて極めて詳細な説明が行われる33)。ま

ず,「 四食の うち,食 べ られ,飲 まれ,噛 られ,味 わわれる種類の段食 こそが,

この 〔食厭想の食 という〕意味におけ る食であると考えられ る。その食における

不快な様相を把捉することによって生起す る想念が,食 厭想で あ る。」 と述べら

れ,食 厭想の対象が明らかにされ る。次に,食 厭想修習の方法につ い て,「閑静

な場所に赴いて独坐 し,… 段食において,十 の様相によって不快であることが省

察されるべきである。」 と説かれ る。そ して,以 下,十 の様相(dasah'akara)か

らの省察の内容が,微 に入 り細を穿って執拗なまでに叙述される。その要約を示

せば,「①行 くこと(gamana):食 物を得るためには,精 舎内の自分の座を離れて

村落に辿 り着 く迄の到 る処で種々の汚物や危難に遭遇しなけれぽならないのであ

り,そ のことか ら,食 の不快が認識 され る。②尋ね求め る こと(pariyesana):食

物を乞 うために村落に到った修行者が村落内において経験す る種々 の不快(自 然

の苛酷な条件,人 家の排水 ・汚物,人 々との交渉にかかわ る困難・不快感)か ら,食 の

不快が省察される。③受容(paribhoga):得 られ た食物は,手 によ ってかき混ぜ

られる時点で汗が指から伝わって不浄にな り,口 中に入ってからは歯によって咀

噛され,唾 液や歯垢 と混ぜ合わせ られて犬の嘔吐物 のような最も嫌悪すべき状態

へ と変容す る。④分泌物(asaya):体 内に受容され た食物は,胆 汁 ・粘液 ・膿 ・

血液 と混ぜ合わせ られて,極 めて嫌悪すべ きもの とな る。⑤貯蔵(nidhana):嚥

下され胃の中に入って止まった状態が糞坑に警えられる。⑥不消化(aparipakka)

:消 化されないうちは皆一つになって粘液 の膜に覆われ,身 体の火熱によって煮

沸され,泡 沫が集積す る。⑦消化(paripakka):食 物は赤熱の身体の火に よって

消化されたのちに,糞 となって熟臓を満たし,尿 となって膀胱を満たす。⑧結果

(phala):食 物は完全に消化された ら髪 ・体毛 ・爪 ・歯等の老廃物を もた ら し,

完全に消化 されなければ輪癬 ・疹癬 ・風癬 ・癩 ・白癩 ・肺病 ・喘息をはじめ とす

る何百 もの病気をもたらす。⑨流出(nissanda):食 物は,食 べられる時点では食

べ る者を喜ばせ楽 しませるが,そ れが目やに ・耳垢 ・大小便等 となって九つの門

か ら流出す る時点で は嫌悪 と漸塊の対象 とな る。⑩附着(sammakkhana):食 物

は,食 べ られる時には手や口唇等に附着 し,そ の後,歯 垢 ・耳垢 ・鼻汁 ・大小便

となって諸器官に附着する。諸器官は洗浄 しても決 して清浄にならず,ま た,そ

れらを洗った手からも不快は消え去 らない。」 とい うもので あ る。この十相から

の食厭の修習は,先 に見た 『解脱道論』の五行に よる省察法 と基本的に は異な る
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ものではないが,よ り一層の論理的整合性 ・具体性が加わ り,更 に医学的 ・生理

学的解釈の増幅が認められ,精 緻なものとなっている。功徳につ い ては,「〔五〕

蓋は消滅する・…安止 〔定〕に到達せずに近行定によって心が統一される。…食

味に対す る渇愛の心が減退し萎縮し退転する。彼は,険 難所を越えようとする者

が子の肉を僑慢心を離れて 〔食べる〕ように,苦 から脱するためにのみ食物を食

べる。…五つの欲貧が知 り尽 くされる。…色纏を知 り尽 くす。…不消化等の不快

な状態により,身 至念の修習もまた完全にな り,不 浄想に合致する道が実践 され

る。…現世において甘露を完成することができない者は 〔来世において〕善趣に

到達する。」 と説かれている。

説一切有部の 『阿毘達磨集異門足論』には,巻 第十三 「五法品第六之三」に五

成熟解脱想(無 常想 ・無常苦想 ・苦無我想・厭逆食想 ・死想)が,巻 第 十六 「六法品

第七之二」に六順明分想(無 常想 ・無常苦想 ・苦無我想 ・厭食想 ・一切世間不可楽想・

死想)が 説かれ,そ れぞれの功徳 と して,「有為解脱の未生な るは生ぜ しめ,生

じ已れるは増長 し堅固広大ならしめ,… 速かに無為解脱を証せ しむ。」「三明の未

生なるは生ぜ しめ,生'じ 已れるは増長広大ならしむ。」 とい うこ とが挙げ られて

いるが34),五 成熟解脱想の所に,厭 逆食想の定義 と修習法が比較的詳 しく述べ ら

れてい る35)。「厭逆食想 とは云何。…段食に於いて,厭 逆倶行の作意を発起 し,

及び殿砦倶行の作意を起 し,不 浄想を以て段食を思惟す べ し。」 と定義 され,以

下,具 体的に,「諸の魔飯に於い て,応 に腱脹の死屍の勝解を起すべ し。粥i難旛

に於い て,応 に人の稀糞の勝解を起 す べ し。生酢,乳 酪に於 い て,… 人の髄脳

…。」 とい った具合に,熟 酢油 ・沙糖 ・蜜→人の肪膏,麹 →骨屑,餅 →人皮,塩

→砕歯,蓮 の根茎 ・生菜の枝葉→連髪 ・燭縷,漿 飲→人の膿血のように,諸 種の

飲食物において人間の身体の諸構成要素や排泄物 ・屍体を想起す べ きであ る と

説 く。つまり,「不浄想を以て」 と定義されてい たの は,所 謂 〔身体の〕不浄想

とい うことであ る。同書では,厭 逆食想また は厭食想を含む想念系列中に所謂

〔身体の〕不浄想は組み込まれていないが,こ の よ うに,食 物 と身体の諸相 とを

同置させ,そ こに不浄を見出させるというところには,自 ず と,身 体を不浄 と見

なす所謂不浄想の存在が前提 となっていることが理解され得る。食厭想中に不浄

想をも含有 していると言えよう。

所属部派不明の 『舎利弗阿毘曇論』には,巻 第十六 「非問分道品第十之二」に

五起 解脱 法(観 身不浄想 ・観食不浄想 ・観諸行無常想 ・観世不楽想 ・観身死想)・六 明

分法(無 常想 ・無常苦想 ・苦無我想 ・食不浄想 ・一切世間不楽想 ・死想)・七想(不 浄想
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・食厭想 ・一切世間不楽想 ・死想 ・無常想・無常苦想・苦無我想)が 説かれ,そ れ ぞれ

の功徳は,「能 く解脱を得。」「明を生 じ明分を得,能 く明をして広大な ら しむ。」

「大果報を得,大 功徳を得,甘 露に至 るを得。」 とされ36),巻 第十七 「非問分道品

第十之三」には九想(不 浄想 ・食厭離想 ・一切世間不楽想 ・死想 ・無常想 ・無常苦想 ・

苦無我想 ・断想 ・離欲想)・十想(九 想及び滅想)が 挙げ られ ている37)。六明分法の

説明の所で,「 何をか食不浄明分法 と謂ふ。」 とあって,以 下,食 に樽食 ・触食 ・

思食 ・識食の四種があ り各々如何なるものであ るかが詳細に叙述され る。そ し

て,「比丘は搏食を受 くるこ と子の肉を食 らふが如 く,不 浄想を観ず。触思識食

も,解 射想あ り,依 を滅 し欲染を離 るることを思惟す。如 し行人の若く想 し憶想

せば,是 を食不浄想 と名つ く。」 と定義 され る38)。Visuddhimaggaに も見られ

た子の肉の讐喩が 出て い る。 これ はPali相 応部のNidanasamyutta39)や 漢訳

『雑阿含経巻第十五」40)に典拠が求められ るものであ り,搏 食に対する貧味の戒め

を認識させ五欲貧の捨断へ と導 く讐喩であ る。本書には,「 心に食不浄想を知 り

分別せば,端 食に於いて心の退没 して進まず,漸 くに当に除尽 し背捨 し厭離 し已

りて正住すべ し。」ともあ り41),食 厭想 と段(=搏 ・擶)食 との密接性が理解 され

るが,修 習のあ り方に関しては具体性を欠いている。

次に,説 一切有部の 『阿毘曇甘露味論』を見ると,巻 下 「禅定品第十二」に十

想(無 常想 ・苦想 ・苦無我想 ・観食想 ・一切世間不可楽想 ・不浄想 ・死想 ・断想

・無欲想 ・尽想)が 挙げ られ,そ れ らを常に憶念す れ ば 「苦際を尽 くす を得。」

とされている。「多 く勤苦 して食を得て轍ふ時の不浄を憶念す る,是 を観食想 と

謂ふ。」とあ り42),余 り具体的ではないが,食 物を得るには多 くの労苦を伴 うと

い うことと,食 べる時には体内に摂取 されて不浄 となるとい う二点についての省

察を強調するものであ り,『解脱道論』やVisuddhimaggaの 食厭想修習のあ り

方 と相通ずるものがあろう。

経量部所属 と見られる 『成実論』は,巻 第十三 「無常想品第一百七十三」以下

に無常想 ・苦想 ・無我想 ・食厭想 ・一切世間不可楽想 ・不浄想 ・死想 ・断想 ・離

想 ・滅想を説明する品が続 き,「後三想品第一百八十」に,「若 し無常想乃至滅想

を修せば,則 ち一一切の事は詑る。諸の煩悩を滅 し陰結の相続を断 じて無余泥恒に

入れぽな り。」 とある43)。食厭想に関して は,「食厭想品第一百七十六」44)が設け

られ,可 成 り詳細な説明が施 されてい る。冒頭に,「一切の苦の生ず るは皆食を

貧るに由り,亦 食を以ての故に婬欲をも助発す。欲界の中に於ける所有の諸苦は

皆飲食 と婬欲 とに因るが故に生ず。食の貧を断ずるが故に応に厭想を修すべ し。」
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と述べ,前 半部では,貧 食こそが諸苦の根源である旨が強調され,食 厭想修習の

意義が説かれ る。後半部において食厭想修習の諸相が示 され る。「此の食の体性

は不浄にして極上味の食果も皆不浄なり。…又浄潔なる香味の飲食の如きも即ち

浄ならざる時に能 く身を利益す。歯を以て咀囎 し灘唾浸漬 し,状 嘔吐の如 くにし

て生蔵中に堕 し,能 く身を利益すればな り。…若し人にして美食を得と錐も,:還

た吐出し已らば更に食 らふ こと能はず。」「若 し飲食無 くんば何に由 りてか而 も皮

骨血肉及び糞稼等の諸の不浄物あらん。」「飲食の因縁を以て田作の役使…等の苦

を受け,… 無量の罪を起す。」「食を以ての故に稼稿等の苦あ り。」 とあ り,食 物

が身体内で変容 して不浄物 となるとい うことと,食 物を得るためには農事 ・耕作

等の苦や罪が行われるとい うことが認識 され るのである。これは,既 に見た よう

なVisuddhimagga・ 『解脱道論』・『阿毘曇甘露味論』の修習 のあ り方 と類似し

ている。本書で は,ま た,「所有の悪道と諸の厨虫等 とは皆香味を貧著するを以

ての故に其の中に生ず。」 という業論 も展開されている。

結 語

原始仏教聖典においては,食 厭想の修習が随所に説かれてはいるが,具 体的な

方法 ・内容については殆ど知 り得ない。我々は,部 派の諸論書の記述から,食:厭

想についての概念を可成 り明瞭に把握することができる。概ね食厭想 とは,四 食

中の段食を対象として,そ の厭 うべき様相を省察 ・憶念することによって食物に

対する貧味を捨断 し,延 いては諸欲を離れるとい う瞑想修行であるが,省 察の方

法について,文 献により多少の相異があった。それは大別して二つに類型化でき

る。一つは,『 阿毘達磨集異門足論』に見られるよ うな,身 体の不浄を前i提とし

て,食 物においてそれを想起せしめるという,食 物 と身体 との同置によるもので

あ り,も う一つは,『解脱道論』・Visuddhimagga・ 『成実論』等に見られ るよう

な,食 物を得 るにあたっての困苦 と,食 物が体内に摂取されて不快:なものへ と変

容 して行 くこととい う二点を省察 し,食 そのものにまつわる厭 うべき様相を強調

するものである。なお,諸 論書の見解の影響関係を,食 厭想以外の諸想念:につい

ての解釈の比較等をも併せ行 うことによって明らかにする必要があろ う。

1)拙 稿 「パ ー リ仏教聖典 に見 ら れ る禅定思想 と食物 と の 関係」(『禅学研究』第71号)

参照。(以 下,紙 数 の都 合に より,註 記省略 。)

〈キ ーワー ド〉 食物観,食 厭想(愛 知学院大学禅研究所研究 員)
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